
 

 

 

 

 

歯 科 医 学 知 識 と 心 理 特 性 が  

歯 列 不 正 の 認 知 に 及 ぼ す 影 響  
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本 論 文 の 要 旨 は , 第 1 9 8 回 朝 日 大 学 歯 学 研 究 科 発 表

会 （ 2 0 1 7 年 9 月 2 0 日 ， 岐 阜 ） に お い て 発 表 し た ． 本

論 文 の 一 部 は 第 3 1 回 日 本 歯 科 心 身 医 学 会 学 術 大 会

（ 2 0 1 6 年 7 月 2 3 日 ， 岩 手 ） お よ び 第 7 5 回 日 本 矯 正 歯

科 学 会 大 会 （ 2 0 1 6 年 1 1 月 9 日 ， 徳 島 ） に お い て 発 表

し た ．
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緒  言  

 

矯 正 歯 科 臨 床 に お い て ，オ ー バ ー ジ ェ ッ ト は 上 下

顎 中 切 歯 の 前 後 的 距 離 と 定 義 さ れ ， 上 顎 前 突 ， 下 顎

前 突 を 反 映 す る 指 標 と し て ，疫 学 的 調 査 に も 一 般 に

用 い ら れ て い る 1 , 2 ) ． 日 本 に お け る 平 成 2 3 年 度 歯 科

疾 患 実 態 調 査 で は 1 2 ～ 2 0 歳 の 男 女 2 1 6 名 の 約 7 0 % が

オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 値 1 . 0 ～ 5 . 0 m m を 示 し て い る 3 ) ．ま

た 歯 科 矯 正 学 的 正 常 咬 合 者 の オ ー バ ー ジ ェ ッ ト に

つ い て は 頭 部 Ｘ 線 規 格 写 真 を 用 い た 研 究 に お い て

客 観 的 計 測 平 均 値 は 2 . 7 1 ± 0 . 1 2 m m で あ っ た 4 ) と 報 告

さ れ て い る ．  

不 正 咬 合 の 主 観 的 評 価 に つ い て は ， 矯 正 歯 科 医

が 矯 正 治 療 の 必 要 性 を 判 断 す る 指 標 と し て ， I n d e x  

o f  O r t h o d o n t i c  T r e a t m e n t  N e e d  ( I O T N ) が 多 く 使 用

さ れ て い る 5 - 7 ) ． し か し ， こ の 指 標 は 口 全 体 を 観 察

し て 総 合 的 に 決 定 さ れ る も の で あ り ， オ ー バ ー ジ

ェ ッ ト な ど ， 個 々 の 顎 顔 面 形 態 の 特 徴 に 対 す る 主

観 的 評 価 に つ い て 調 査 さ れ た 報 告 8 ) は 少 な い の が

現 状 で あ る ．矯 正 歯 科 治 療 の 診 断 で は 客 観 的 計 測 値

を も と に 治 療 目 標 が 決 定 さ れ る た め ，患 者 の 主 観 的

評 価 が 治 療 目 標 と 異 な る 場 合 は ，患 者 の 満 足 が 充 分

に 得 ら れ な い 可 能 性 が あ る ． そ こ で ， オ ー バ ー ジ ェ

ッ ト に 対 す る 主 観 的 評 価 が ，患 者 と 矯 正 歯 科 医 と の

間 で 異 な る か ど う か ， 異 な る と す れ ば ， ど の よ う に
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異 な る か を 知 る こ と は 矯 正 歯 科 治 療 計 画 を 立 案 す

る う え で 意 義 が あ る と 考 え ら れ る ．  

ま た ，不 正 咬 合 が 心 理 社 会 的 な 影 響 を 与 え る と い

う 報 告 は 多 く み ら れ 9 - 1 2 ) ， 特 に 切 歯 部 は 心 理 社 会 的

な 影 響 を 与 え る こ と が 知 ら れ て い る 1 1 , 1 3 ) ． し か し ，

個 人 の 心 理 的 要 因 が 不 正 咬 合 の 認 知 に 与 え る 影 響

に つ い て の 報 告 は 認 め ら れ な い ．心 理 的 要 因 と 歯 科

診 療 上 の 認 知 と の 関 係 で は ， 歯 の 色 調 の 認 知 に ， 評

価 者 の 心 理 特 性 が 影 響 す る と し た 報 告 が さ れ て い

る 1 4 ) ． こ の 報 告 を 鑑 み る と 歯 の 色 調 と 同 様 に ， 不 正

咬 合 の 認 知 も 評 価 者 の 心 理 特 性 の 違 い に よ っ て 異

な る と 考 え る こ と は 容 易 で あ り ，ど の よ う に 異 な る

か を 知 る こ と は 矯 正 歯 科 治 療 の 診 断 の た め に 必 要

で あ る ．  

そ こ で ， 本 研 究 で は ，  ( １ ) 歯 科 医 学 知 識 を 有 す

る 者 と 有 し な い 者 と の 間 で ，矯 正 歯 科 治 療 を 必 要 と

感 じ る オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 値 に 違 い が あ る か ど う か ，

( ２ ) 同 一 人 が ， 歯 科 医 学 教 育 を 受 講 し た 前 後 で ， 矯

正 歯 科 治 療 を 必 要 と 感 じ る オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 値 が

変 化 す る か ど う か ，( ３ ) 歯 科 医 学 知 識 を 有 し な い 者

が 矯 正 歯 科 治 療 を 必 要 と 感 じ る オ ー バ ー ジ ェ ッ ト

値 は ど の 程 度 か ，( ４ ) 被 験 者 の 心 理 特 性 が 矯 正 歯 科

治 療 を 必 要 と 感 じ る オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 値 に 影 響 を

及 ぼ す か ど う か ，を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て

心 理 学 的 お よ び 調 査 学 的 研 究 を 行 っ た ．   



3 

 

被 験 者 お よ び 方 法  

  

１ .  被 験 者  

被 験 者 は ， 某 歯 科 衛 生 士 専 門 学 校 入 学 直 後 の 1

年 生 （ 9 6 名 ， 1 8 . 2 ± 0 . 2 歳 ， 1 8 歳 ～ 2 0 歳 ） ， 歯 科 医

学 教 育 受 講 後 の 3 年 生 （ 3 2 名 ， 2 0 . 2 ± 0 . 4 歳 ， 2 0 歳 ～

2 1 歳 ） と し ， 1 年 生 を 歯 科 医 学 知 識 の な い 群 ， 3 年

生 を 歯 科 医 学 知 識 の あ る 群 と 定 義 し た ．  

歯 科 医 学 知 識 の な い 群 に つ い て は ， 同 一 人 が 歯

科 医 学 教 育 を 受 講 し た 2 年 後 の 3 年 生 時（ 8 2 名 ，2 0 . 1

± 0 . 3 歳 ， 2 0 歳 ～ 2 1 歳 ） に 追 跡 調 査 を 行 っ た ．  

本 研 究 は ，被 験 者 に 本 実 験 に つ い て 説 明 を 行 い ，

文 書 に よ る 同 意 を 受 け た 朝 日 大 学 歯 学 部 倫 理 委 員

会 の 承 認 （ 承 認 番 号 2 6 1 6 8 ） の も と に 行 っ た ．  

 

２ .  オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 判 断 方 法  

正 常 咬 合 排 列 を 行 っ た 歯 列 模 型 に つ い て ， 上 顎

中 切 歯 の 歯 根 長 を 約 1 2 . 0 m m に 設 定 し ， 回 転 中 心

を 歯 根 長 の 2 分 の 1 と し て 傾 斜 移 動 さ せ ， オ ー バ

ー ジ ェ ッ ト を 7 . 0 m m ,  6 . 0 m m ,  5 . 0 m m ,  4 . 0 m m ,  

3 . 0 m m ,  2 . 5 m m ,  2 . 0 m m ,  1 . 0 m m ,  0 . 0 m m ,  - 1 . 0 m m ,  

- 2 . 0 m m に 変 化 さ せ た 1 1 種 類 の 模 型 を 作 製 し 使 用

し た （ 図 １ ）．  
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閲 覧 方 法 に は 模 型 を 無 作 為 に 閲 覧 さ せ る 方 法

（ 無 作 為 閲 覧 ） と オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 値 の 降 順 に 並

べ て 閲 覧 さ せ る 方 法 （ 順 番 固 定 閲 覧 ） の 2 つ の 方

法 を 用 い た ． さ ら に ， そ れ ぞ れ の 閲 覧 方 法 で ， 模

型 を 他 人 と 仮 定 し た 場 合 （ 他 人 仮 定 ） と 自 分 と 仮

定 し た 場 合 （ 自 分 仮 定 ） で 矯 正 歯 科 治 療 を 必 要 と

感 じ る か ど う か を 尋 ね た ． そ れ ぞ れ の 閲 覧 時 間 は

規 定 せ ず ， 被 験 者 が 回 答 す る ま で 閲 覧 さ せ た ．  

図 １  実 験 に 使 用 し た 模 型  
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デ ー タ 集 計 方 法 と し て ， 矯 正 歯 科 治 療 を 必 要 と

感 じ る と 回 答 し た 被 験 者 の 数 を 模 型 ご と に 調 べ た ．

ま た ， 矯 正 歯 科 治 療 を 必 要 と 感 じ る 模 型 の 数 （ 歯

列 不 正 認 知 模 型 数 ） を 被 験 者 ご と に 調 べ た ．  

歯 科 医 学 知 識 の な い 1 年 生 に 対 し て は , 歯 科 医

学 教 育 を 受 け 知 識 を 得 た と 考 え ら れ る 2 年 後 に 追

跡 調 査 を 行 っ た ．  

 

３ .  心 理 学 的 性 格 検 査  

 被 験 者 に 対 し て 心 理 学 的 性 格 検 査 と し て ， 矢 田

部 ・ ギ ル フ ォ ー ド 性 格 検 査 （ Y G 検 査 ， 日 本 心 理 テ

ス ト 研 究 所 ） を 行 っ た ．   

 

４ .  統 計 処 理  

歯 科 医 学 知 識 の あ る 群 と な い 群 の 間 で 矯 正 歯 科

治 療 を 必 要 と 感 じ る 被 験 者 の 比 率 に 違 い が あ る か

ど う か を ， 模 型 ご と に F i s h e r の 正 確 確 率 検 定 を 用

い て 分 析 し た ．  

歯 科 医 学 知 識 の な い 群 が 歯 科 医 学 教 育 を 受 講 し

た 2 年 後 の 3 年 生 時 に 追 跡 調 査 を 行 っ た 結 果 ， 歯

科 医 学 教 育 受 講 前 後 で 矯 正 歯 科 治 療 を 必 要 と 感 じ

る 被 験 者 の 比 率 に 違 い が あ る か ど う か を ， 模 型 ご

と に M c N e m a r 検 定 を 用 い て 分 析 し た ．  

Y G 性 格 検 査 結 果 と 歯 列 不 正 認 知 模 型 数 と の 関

連 性 を 明 ら か に す る た め ，P e a r s o n の 相 関 係 数 を 用
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い て 分 析 し た ．  

す べ て の 分 析 は 統 計 解 析 ソ フ ト ウ ェ ア （ S P S S  

S t a t i s t i c s  V e r s i o n  2 0 . 0 ,  I B M ,  A r m o n k ,  N Y ,  U S A ） を

用 い ， 有 意 水 準 P 値 は 0 . 0 5 未 満 と し た ．   
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結  果  

 

 歯 科 医 学 知 識 の 有 無 に よ り 矯 正 歯 科 治 療 を 必 要

と 感 じ る オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 値 に 違 い が あ る か 比 較

し た 結 果 ， 無 作 為 閲 覧 ・ 他 人 仮 定 時 ， 無 作 為 閲 覧 ・

自 分 仮 定 時 ， 順 番 固 定 閲 覧 ・ 他 人 仮 定 時 に お い て ，

オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 0 . 0 m m に つ い て ，歯 科 医 学 知 識 の

な い 者 よ り も あ る 者 の 方 が 矯 正 歯 科 治 療 を 必 要 と

考 え る 比 率 が 有 意 に 高 か っ た（ 表 1： P < 0 . 0 5 .  表 2 ：

P  < 0 . 0 5 .  表 3 ： P < 0 . 0 1 ）．  

歯 科 医 学 教 育 受 講 後 の 追 跡 調 査 で , オ ー バ ー ジ

ェ ッ ト の 認 識 に 変 化 が 生 ず る か 同 一 被 験 者 で の 追

跡 調 査 を 行 っ た 結 果 ， オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 0 . 0 m m に

つ い て ， 無 作 為 閲 覧 ・ 他 人 仮 定 時 ， 無 作 為 閲 覧 ・

自 分 仮 定 時 ，順 番 固 定 閲 覧 ・自 分 仮 定 時 に お い て ，

歯 科 医 学 教 育 受 講 後 の 方 が 矯 正 歯 科 治 療 を 必 要 と

考 え る 比 率 が 有 意 に 高 か っ た （ 表 ５ ： P < 0 . 0 0 1 .  表

６ ： P < 0 . 0 0 1 .  表 ８ ： P < 0 . 0 1 ）．  

矯 正 歯 科 治 療 を 必 要 と 感 じ る 者 の 比 率 が 3 0 % 以

下 と な る オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 値 の 範 囲 に つ い て は 無

作 為 閲 覧 時 で は 他 人 仮 定 時 で は 1 . 0 ～ 4 . 0 m m で あ り ，

自 分 仮 定 時 で は 1 . 0 ～ 3 . 0 m m で あ っ た ． 順 番 固 定 閲

覧 時 で は 他 人 仮 定 時 で も 自 分 仮 定 時 で も 2 . 0 ～

3 . 0 m m で あ っ た ． 2 0 % 以 下 と な る 範 囲 に つ い て は 無

作 為 閲 覧 時 で は 他 人 仮 定 時 で も 自 分 仮 定 時 で も 1 . 0
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～ 3 . 0 m m で あ り ，順 番 固 定 閲 覧 時 で は 他 人 仮 定 時 で

も 自 分 仮 定 時 で も 2 . 0 ～ 2 . 5 m m で あ っ た ． オ ー バ ー

ジ ェ ッ ト - 1 . 0 m m 以 下 の 模 型 を 治 療 の 必 要 あ り と

感 じ る 者 の 比 率 は ， 知 識 の 有 無 ， 呈 示 方 法 お よ び

自 分 仮 定 ・ 他 人 仮 定 に か か わ ら ず 9 6 % 以 上 で あ っ

た ． ま た ， 6 . 0 m m 以 上 の 模 型 を 治 療 の 必 要 あ り と

感 じ る 者 の 比 率 は ， 知 識 の 有 無 ， 呈 示 方 法 お よ び

自 分 仮 定 ・ 他 人 仮 定 に か か わ ら ず 7 8 % 以 上 で あ っ

た ．  

 

 

 

 

 

 

オーバージェット 治療の必要性 P
感じる 89名 92.7% 31名 96.90%
感じない 7名 7.3% 1名 3.1%
感じる 78名 81.3% 25名 78.1%
感じない 18名 18.8% 7名 21.9%
感じる 29名 30.2% 12名 37.5%
感じない 67名 69.8% 20名 62.5%
感じる 21名 21.9% 9名 28.1%
感じない 75名 78.1% 23名 71.9%
感じる 3名 3.1% 3名 9.4%
感じない 93名 96.9% 29名 90.6%
感じる 7名 7.3% 1名 3.1%
感じない 89名 92.7% 31名 96.9%
感じる 5名 5.2% 0名 0.0%
感じない 91名 94.8% 32名 100.0%
感じる 8名 8.3% 4名 12.5%
感じない 88名 91.7% 28名 87.5%
感じる 57名 59.4% 27名 84.4%
感じない 39名 40.6% 5名 15.6%
感じる 94名 97.9% 31名 96.9%
感じない 2名 2.1% 1名 3.1%
感じる 96名 100.0% 32名 100.0%
感じない 0名 0.0% 0名 0.0%

1.0mm

0.0mm

-1.0mm

-2.0mm

3.0mm 0.165

2.5mm 0.678

2.0mm 0.330

5.0mm 0.513

4.0mm 0.477

知識あり

7.0mm 0.678

6.0mm 0.797

知識なし

0.493

0.010

1.000

表 １  無 作 為 閲 覧 ・ 他 人 仮 定 時 に 矯

正 治 療 を 必 要 と 感 じ る 者 の 割 合  
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オーバージェット 治療の必要性 P
感じる 93名 96.9% 30名 93.8%
感じない 3名 3.1% 2名 6.3%
感じる 90名 93.8% 29名 90.6%
感じない 6名 6.3% 3名 9.4%
感じる 41名 42.7% 15名 46.9%
感じない 55名 57.3% 17名 53.1%
感じる 25名 26.0% 12名 37.5%
感じない 71名 74.0% 20名 62.5%
感じる 6名 6.3% 4名 12.5%
感じない 90名 93.8% 28名 87.5%
感じる 0名 0.0% 3名 9.4%
感じない 96名 100.0% 29名 90.6%
感じる 3名 3.1% 3名 9.4%
感じない 93名 96.9% 29名 90.6%
感じる 18名 18.8% 6名 18.8%
感じない 78名 81.3% 26名 81.3%
感じる 69名 71.9% 29名 90.6%
感じない 27名 28.1% 3名 9.4%
感じる 95名 99.0% 31名 96.9%
感じない 1名 1.0% 1名 3.1%
感じる 96名 100.0% 32名 100.0%
感じない 0名 0.0% 0名 0.0%

-1.0mm 0.439

-2.0mm

2.0mm 0.165

1.0mm 1.000

0.0mm 0.032

4.0mm 0.261

3.0mm 0.267

2.5mm 0.015

7.0mm 0.598

6.0mm 0.690

5.0mm 0.687

知識なし 知識あり

オーバージェット 治療の必要性 P
感じる 95名 99.0% 32名 100.0%
感じない 1名 1.0% 0名 0.0%
感じる 91名 94.8% 32名 100.0%
感じない 5名 5.2% 0名 0.0%
感じる 69名 71.9% 25名 78.1%
感じない 27名 28.1% 7名 21.9%
感じる 41名 42.7% 11名 34.4%
感じない 55名 57.3% 21名 65.6%
感じる 11名 11.5% 7名 21.9%
感じない 85名 88.5% 25名 78.1%
感じる 4名 4.2% 0名 0.0%
感じない 92名 95.8% 32名 100.0%
感じる 1名 1.0% 1名 3.1%
感じない 95名 99.0% 31名 96.9%
感じる 28名 29.2% 10名 31.3%
感じない 68名 70.8% 22名 68.8%
感じる 71名 74.0% 31名 96.9%
感じない 25名 26.0% 1名 3.1%
感じる 96名 100.0% 32名 100.0%
感じない 0名 0.0% 0名 0.0%
感じる 96名 100.0% 32名 100.0%
感じない 0名 0.0% 0名 0.0%

0.004

-1.0mm

0.0mm

1.0mm

-2.0mm

4.0mm 0.533

3.0mm

2.0mm 0.439

0.826

0.152

2.5mm 0.571

7.0mm 1.000

6.0mm 0.330

5.0mm 0.645

知識なし 知識あり

表 ３  順 番 固 定 閲 覧 ・ 他 人 仮 定 時 に

矯 正 治 療 を 必 要 と 感 じ る 者 の 割 合  

表 ２  無 作 為 閲 覧 ・ 自 分 仮 定 時 に

矯 正 治 療 を 必 要 と 感 じ る 者 の 割 合  
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オーバージェット 治療の必要性 P
感じる 95名 99.0% 32名 100.0%
感じない 1名 1.0% 0名 0.0%
感じる 93名 96.9% 32名 100.0%
感じない 3名 3.1% 0名 0.0%
感じる 74名 77.1% 27名 84.4%
感じない 22名 22.9% 5名 15.6%
感じる 56名 58.3% 20名 62.5%
感じない 40名 41.7% 12名 37.5%
感じる 16名 16.7% 8名 25.0%
感じない 80名 83.3% 24名 75.0%
感じる 5名 5.2% 1名 3.1%
感じない 91名 94.8% 31名 96.9%
感じる 6名 6.3% 4名 12.5%
感じない 90名 93.8% 28名 87.5%
感じる 41名 42.7% 15名 46.9%
感じない 55名 57.3% 17名 53.1%
感じる 76名 79.2% 30名 93.8%
感じない 20名 20.8% 2名 6.3%
感じる 95名 99.0% 32名 100.0%
感じない 1名 1.0% 0名 0.0%
感じる 96名 100.0% 32名 100.0%
感じない 0名 0.0% 0名 0.0%

-1.0mm

1.0mm

0.0mm

-2.0mm

1.000

2.5mm 1.000

2.0mm 0.267

0.687

0.063

5.0mm 0.460

4.0mm 0.836

3.0mm 0.305

知識なし 知識あり

7.0mm 1.000

6.0mm 0.573

McNemarの検定
感じる 感じない P

感じる 72名 4名
感じない 5名 1名
感じる 53名 15名
感じない 8名 6名
感じる 10名 15名
感じない 13名 44名
感じる 4名 13名
感じない 7名 58名
感じる 1名 1名
感じない 3名 77名
感じる 0名 6名
感じない 0名 76名
感じる 0名 5名
感じない 0名 77名
感じる 2名 6名
感じない 4名 70名
感じる 48名 3名
感じない 22名 9名
感じる 82名 0名
感じない 0名 0名
感じる 82名 0名
感じない 0名 0名

-2.0mm

2.0mm

1.0mm 0.754

0.0mm 0.000

-1.0mm

2.5mm

歯
科
医
学
教
育
受
講
前

7.0mm 1.000

6.0mm 0.210

5.0mm 0.851

0.263

3.0mm 0.625

4.0mm

歯科医学教育受講後

表 ４  順 番 固 定 閲 覧 ・ 自 分 仮 定 時 に

矯 正 治 療 を 必 要 と 感 じ る 者 の 割 合  

表 ５  歯 科 教 育 受 講 前 後 に お け る 矯 正 治 療 を 必 要

と 感 じ る 者 の 割 合 （ 無 作 為 閲 覧 ・ 他 人 仮 定 時 ）  
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McNemarの検定
感じる 感じない P

感じる 79名 1名
感じない 2名 0名
感じる 71名 5名
感じない 5名 1名
感じる 26名 9名
感じない 11名 36名
感じる 8名 12名
感じない 10名 52名
感じる 2名 4名
感じない 4名 72名
感じる 0名 0名
感じない 2名 80名
感じる 1名 2名
感じない 1名 78名
感じる 8名 9名
感じない 9名 56名
感じる 59名 2名
感じない 18名 3名
感じる 81名 0名
感じない 1名 0名
感じる 82名 0名
感じない 0名 0名

1.0mm

-2.0mm

1.000

0.0mm 0.000

-1.0mm

歯科医学教育受講後

歯
科
医
学
教
育
受
講
前

7.0mm 1.000

6.0mm 1.000

5.0mm 0.824

2.0mm 1.000

4.0mm 0.832

3.0mm 1.000

2.5mm

McNemarの検定
感じる 感じない P

感じる 81名 0名
感じない 1名 0名
感じる 76名 2名
感じない 4名 0名
感じる 42名 17名
感じない 9名 14名
感じる 20名 17名
感じない 8名 37名
感じる 0名 11名
感じない 5名 66名
感じる 0名 4名
感じない 0名 78名
感じる 0名 1名
感じない 1名 80名
感じる 12名 14名
感じない 13名 43名
感じる 58名 6名
感じない 13名 5名
感じる 82名 0名
感じない 0名 0名
感じる 82名 0名
感じない 0名 0名

0.108

1.000

1.0mm 1.000

0.0mm 0.167

歯科医学教育受講後

歯
科
医
学
教
育
受
講
前

7.0mm

6.0mm 0.687

5.0mm 0.169

-1.0mm

-2.0mm

3.0mm 0.210

2.5mm

4.0mm

2.0mm

表 ６  歯 科 教 育 受 講 前 後 に お け る 矯 正 治 療 を 必 要

と 感 じ る 者 の 割 合 （ 無 作 為 閲 覧 ・ 自 分 仮 定 時 ）  

表 ７  歯 科 教 育 受 講 前 後 に お け る 矯 正 治 療 を 必 要

と 感 じ る 者 の 割 合 （ 順 番 固 定 閲 覧 ・ 他 人 仮 定 時 ）  
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歯 列 不 正 認 知 模 型 数 と Y G 検 査 の 各 性 格 特 性 得

点 と の 相 関 分 析 を 行 っ た と こ ろ ， 模 型 を 自 分 と 仮

定 し た 場 合 ， 1 年 生 群 で は ， 無 作 為 閲 覧 時 に ， 歯 列

不 正 認 知 模 型 数 と 「 支 配 性 」 （ r = 0 . 2 3 2 ， P < 0 . 0 5 ）

お よ び 「 社 会 的 外 向 性 」 （ r = 0 . 3 0 4 ， P < 0 . 0 1 ） と の

間 で 有 意 な 正 の 相 関 が 認 め ら れ た （ 表 ９ ）． 3 年 生

群 で は ， 無 作 為 閲 覧 時 と 順 番 固 定 閲 覧 時 に ， 歯 列

不 正 認 知 模 型 数 と 「 活 動 性 」 と の 間 で 有 意 な 負 の

相 関 が 認 め ら れ た （ そ れ ぞ れ r = - 0 . 4 0 4 ， P < 0 . 0 5 と

r = - 0 . 3 5 7 ， P < 0 . 0 5 ） （ 表 1 0 ） ． 以 上 の 結 果 か ら ， 判

断 者 の 心 理 特 性 と 歯 科 医 学 知 識 が ， 歯 列 不 正 の 認

知 に 影 響 す る こ と が 示 唆 さ れ た ．  

McNemarの検定
感じる 感じない P

感じる 81名 0名
感じない 1名 0名
感じる 79名 0名
感じない 3名 0名
感じる 54名 8名
感じない 12名 8名
感じる 32名 18名
感じない 12名 20名
感じる 5名 10名
感じない 9名 58名
感じる 0名 5名
感じない 0名 77名
感じる 0名 4名
感じない 6名 72名
感じる 22名 14名
感じない 21名 25名
感じる 68名 0名
感じない 11名 3名
感じる 81名 0名
感じない 1名 0名
感じる 82名 0名
感じない 0名 0名

0.0mm 0.001

-1.0mm

-2.0mm

歯科医学教育受講後

歯
科
医
学
教
育
受
講
前

7.0mm

6.0mm

5.0mm 0.503

4.0mm 0.362

2.0mm 0.754

1.0mm 0.311

3.0mm 1.000

2.5mm

表 ８  歯 科 教 育 受 講 前 後 に お け る 矯 正 治 療 を 必 要

と 感 じ る 者 の 割 合 （ 順 番 固 定 閲 覧 ・ 他 人 仮 定 時 ）  
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閲覧状態 抑うつ性 気分の変化 劣等感 神経質 主観的 非協調的
無作為 -0.033  0.054 -0.081 -0.033 -0.034  0.078
順序固定 -0.085 -0.002 -0.176 -0.044 -0.154 -0.049
無作為  0.017  0.114 -0.009  0.078  0.087  0.129
順序固定 -0.149 -0.079 -0.188 -0.068 -0.124 -0.091

閲覧状態 攻撃的 活動的 のんき 思考的外向 支配性 社会的外向
無作為  0.029  0.181  0.180  0.050   0.232*    0.304**
順序固定 -0.040  0.087  0.084  0.043  0.142  0.136
無作為  0.109  0.132  0.007 -0.018  0.120  0.071
順序固定 -0.011  0.171  0.074  0.190  0.121  0.101

自分
仮定

自分
仮定
他人
仮定

他人
仮定

閲覧状態 抑うつ性 気分の変化 劣等感 神経質 主観的 非協調的
無作為  0.057  0.066  0.178  0.090  0.066 -0.024
順序固定 -0.101 -0.132  0.007 -0.047 -0.143 -0.190
無作為  0.002 -0.048  0.051  0.010 -0.009  0.016
順序固定 -0.186 -0.074  0.035  0.052  0.144  0.010

閲覧状態 攻撃的 活動的 のんき 思考的外向 支配性 社会的外向
無作為 -0.140  -0.404* -0.209 -0.290 -0.172 -0.263
順序固定 -0.175  -0.357* -0.282 -0.290 -0.120 -0.176
無作為  0.024 -0.132 -0.109 -0.200  0.124 -0.034
順序固定 -0.034 -0.145 -0.085 -0.211 -0.070 -0.106

他人
仮定

自分
仮定

自分
仮定
他人
仮定

表 1 0  歯 科 医 学 的 知 識 が あ る 群 に お け る 治 療 が 必

要 と 感 じ る 模 型 の 数 と 性 格 検 査 と の 関 連 性  

表 ９  歯 科 医 学 的 知 識 が な い 群 に お け る 治 療 が 必

要 と 感 じ る 模 型 の 数 と 性 格 検 査 と の 関 連 性  

* P < 0 . 0 5  * * P < 0 . 0 1  

* P < 0 . 0 5  
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考  察  

 

本 研 究 で は ， オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 値 0 . 0 m m に つ い

て ， 歯 科 医 学 知 識 の あ る 者 は な い 者 よ り ， 矯 正 歯 科

治 療 を 必 要 と 感 じ る 比 率 が 有 意 に 高 か っ た ． こ の

こ と は ， 歯 科 医 学 知 識 が な い 患 者 は ， 切 端 咬 合 に 対

し て 矯 正 歯 科 治 療 が 必 要 で あ る と は 考 え て い な い

こ と を 意 味 し ，歯 科 医 学 知 識 の あ る 矯 正 歯 科 医 と の

間 に 矯 正 歯 科 治 療 の 必 要 性 に 関 す る 認 識 の ず れ が

あ る こ と を 示 唆 し て い る ． 本 研 究 に お け る 被 験 者

が 所 属 す る 歯 科 衛 生 士 専 門 学 校 で は ， 1 年 生 で 歯

科 矯 正 学 講 義 ， 2 ～ 3 年 生 で 矯 正 歯 科 臨 床 実 習 を 行

う た め ， 入 学 直 後 の 1 年 生 は 切 端 咬 合 が 不 正 咬 合

で あ る こ と を 知 ら な い が ， 3 年 生 に な っ た 時 点 で

は 切 端 咬 合 に つ い て の 知 識 を 得 て い る こ と か ら ，

切 端 咬 合 に 関 す る 知 識 の 有 無 が 治 療 の 必 要 な オ ー

バ ー ジ ェ ッ ト の 判 断 に 影 響 し て い る と 考 え ら れ る ．

ま た ， 歯 科 医 学 知 識 の な い 1 年 生 に つ い て ， 歯 科

医 学 教 育 受 講 後 に 同 一 被 験 者 の 追 跡 調 査 を 行 っ た

結 果 ， オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 0 . 0 m m に つ い て ， 歯 科 医

学 教 育 受 講 後 の 方 が 受 講 前 と 比 較 し て 矯 正 歯 科 治

療 を 必 要 と 考 え る 比 率 が 有 意 に 高 く な っ た ． こ れ

は ， 横 断 的 調 査 の 結 果 を 縦 断 的 調 査 で 裏 付 け た も

の で ， 横 断 的 調 査 の み を 行 っ た 場 合 よ り も 信 頼 性

の 高 い 結 果 が 得 ら れ た と 考 え る ．  
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本 研 究 で は ， 無 作 為 閲 覧 ・ 他 人 仮 定 時 に 矯 正 歯 科

治 療 を 必 要 と 感 じ る 者 の 比 率 が 3 0 % 以 下 と な る オ

ー バ ー ジ ェ ッ ト 値 の 範 囲 は 1 . 0 ～ 4 . 0 m m で あ り ，2 0 %

以 下 で は 1 . 0 ～ 3 . 0 m m で あ っ た ． 一 方 ， 平 成 2 3 年

歯 科 疾 患 実 態 調 査 に お い て ， 1 2 ～ 2 0 歳 の 男 女 2 1 6

名 で は オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 1 . 0 ～ 5 . 0 m m の 者 が 約 7 0 %

で あ っ た 3 ) ． 矯 正 歯 科 臨 床 で は ， 矯 正 歯 科 治 療 の

診 断 を 行 う 場 合 ， 患 者 の 属 し て い る 社 会 集 団 の 顎

頭 蓋 顔 面 形 態 計 測 変 量 の 平 均 を 標 準 値 と し て 用 い

て い る 1 5 ) ．本 研 究 に お い て 治 療 が 必 要 と 感 じ る 者

の 比 率 が 少 な い オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 値 と 実 態 調 査 で

多 く み ら れ た オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 値 が 近 似 し て い る

こ と は ， 矯 正 歯 科 治 療 は 社 会 集 団 の 平 均 を 参 考 に

決 定 し て い る こ と か ら 妥 当 な 結 果 で あ る と 考 え ら

れ る ．  

オ ー バ ー ジ ェ ッ ト - 1 . 0 m m 以 下 の 模 型 に つ い て は ，

歯 科 医 学 知 識 の 有 無 と 関 係 な く ，9 6 % 以 上 の 者 が 矯

正 歯 科 治 療 の 必 要 性 を 感 じ て い る ． こ の こ と か ら

反 対 咬 合 は ， 歯 科 医 学 知 識 を 持 た な い 一 般 の 人 々

に も 認 識 し や す い 不 正 咬 合 で あ る こ と が 示 唆 さ れ

る ．  

オ ー バ ー ジ ェ ッ ト が 大 き い 場 合 に 上 顎 前 突 と し

て 矯 正 歯 科 治 療 が 必 要 と 感 じ る 比 率 に つ い て も ，

歯 科 医 学 知 識 の あ る 者 と な い 者 と の 間 に 有 意 な 差

は 認 め ら れ な か っ た ． こ の こ と か ら ， 上 顎 前 突 に
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つ い て は ， 患 者 と 矯 正 歯 科 医 と の 間 で 認 識 の ず れ

は な い こ と が 示 唆 さ れ た ． ま た ， 本 研 究 で は ， オ

ー バ ー ジ ェ ッ ト 6 . 0 m m 以 上 の 模 型 を 治 療 の 必 要 あ

り と 感 じ る 者 の 比 率 は 歯 科 医 学 知 識 の 有 無 に か か

わ ら ず 7 8 % 以 上 で あ り ， 矯 正 歯 科 医 が オ ー バ ー ジ

ェ ッ ト 6 m m 以 上 の 者 を 上 顎 前 突 と す る 比 率 は

7 3 . 5 % で あ っ た と の 報 告 8 ) と 同 様 の 値 を 示 し た ．  

歯 科 医 学 知 識 の な い 者 に つ い て ， 支 配 性 ・ 社 会

的 外 向 が 高 い 者 ほ ど ， 矯 正 歯 科 治 療 を 必 要 と 感 じ

る オ ー バ ー ジ ェ ッ ト の 範 囲 が 広 か っ た ． 支 配 性 ・

社 会 的 外 向 が 高 い 者 は ， リ ー ダ ー シ ッ プ と 社 交 性

が あ り ， 他 人 か ら 見 ら れ る 機 会 が 多 い た め ， 歯 並

び を よ り 気 に す る と 考 え ら れ る ． 一 方 ， 歯 科 医 学

知 識 の あ る 者 で は ， 活 発 で な い 者 ほ ど ， 矯 正 歯 科

治 療 を 必 要 と 感 じ る オ ー バ ー ジ ェ ッ ト の 範 囲 が 狭

か っ た ． 歯 科 医 学 知 識 が あ り 活 動 性 の 低 い 者 は ，

オ ー バ ー ジ ェ ッ ト に 関 す る 矯 正 歯 科 治 療 の 必 要 性

を 知 識 と し て 持 っ て い る に も か か わ ら ず ， 活 発 で

な い た め に ， 矯 正 歯 科 治 療 に 対 す る 積 極 性 は 低 い

と 考 え ら れ た ． 歯 の 色 の 認 知 と 心 理 状 態 の 関 連 を

調 べ た 研 究 1 4 ) で は ，心 理 的 に 抑 う つ 傾 向 や 劣 等 感

の 強 い 者 は ， 自 分 自 身 の 歯 の 色 を よ り 暗 く 思 い 込

み ， 歯 冠 修 復 物 の 新 製 を す る 場 合 は よ り 白 い 色 を

選 ぶ が ， こ の 傾 向 は 歯 科 医 学 知 識 を 獲 得 す る こ と

に よ り 弱 く な る 可 能 性 が あ る こ と を 示 し て い る ．
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こ の 報 告 と 本 研 究 結 果 を 考 え 合 わ せ る と ， 歯 の 色

や 不 正 咬 合 な ど 審 美 に 関 す る 認 知 に お い て は ， 患

者 の 心 理 特 性 や 歯 科 医 学 知 識 の 有 無 が 大 き く 影 響

を 与 え て い る と 推 測 さ れ る ．  

本 研 究 で は ， 無 作 為 に 模 型 を 閲 覧 さ せ た 場 合 と

オ ー バ ー ジ ェ ッ ト の 降 順 に 並 べ た 模 型 を 閲 覧 さ せ

た 場 合 で ， 矯 正 歯 科 治 療 が 必 要 と 感 じ る か を 判 断

さ せ た ． 行 動 実 験 や 官 能 評 価 実 験 か ら 刺 激 を 閲 覧

す る 順 序 で 判 断 が 変 わ る こ と が 知 ら れ て お り 1 6 ) ，

刺 激 に 対 す る 閾 値 を 調 べ る 場 合 ， 刺 激 を 大 き さ の

順 に 提 示 す る 極 限 法 と 刺 激 を 無 作 為 に 提 示 す る 恒

常 法 が あ る 1 7 ) ．前 者 で は 提 示 さ れ る 次 の 刺 激 が 容

易 に 予 想 で き る た め に 判 断 に 前 試 行 の 刺 激 の 影 響

が 残 る 点 や 閾 値 の 判 断 を 終 え る と 途 中 で 試 行 を 打

ち 切 っ て し ま う な ど の 問 題 点 が あ り ， 後 者 で は 同

じ 刺 激 に い つ も 同 じ 反 応 を す る と は 限 ら ず 反 応 が

ば ら つ く な ど の 問 題 点 が あ る ． 本 研 究 に お い て ，

模 型 を 順 番 に 並 べ た 閲 覧 で は ， オ ー バ ー ジ ェ ッ ト

を 他 の 模 型 と 比 較 す る こ と が で き る た め ， 矯 正 歯

科 治 療 の 必 要 性 を 判 断 す る 閾 値 を 決 定 し や す く ，

無 作 為 に 閲 覧 し た 場 合 よ り ， わ ず か な オ ー バ ー ジ

ェ ッ ト の 変 化 を 判 断 で き た 可 能 性 が あ る ．し か し ，

実 生 活 に お い て は ， オ ー バ ー ジ ェ ッ ト を 無 作 為 に

観 察 す る こ と が 多 い た め ， 臨 床 的 に は 無 作 為 閲 覧

方 法 が 適 切 で あ る と も 考 え ら れ る ．  
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ま た ， 模 型 を 他 人 と 仮 定 し た 場 合 と 自 分 と 仮 定

し た 場 合 で 矯 正 歯 科 治 療 を 必 要 と 感 じ る か ど う か

を 尋 ね た ． 自 分 と 仮 定 し た 場 合 よ り 他 人 と 仮 定 し

た 方 が ， 矯 正 歯 科 治 療 を 必 要 と 感 じ る オ ー バ ー ジ

ェ ッ ト の 範 囲 が 狭 く ， 心 理 特 性 と の 関 連 性 も 見 ら

れ な か っ た ． 他 者 の 価 値 基 準 を 推 測 し て 選 択 を 行

う と い う よ う な 複 雑 な 認 知 的 課 題 の 場 合 ， 実 際 に

選 択 す る か ど う か と い う 行 動 に 対 す る 影 響 は 見 ら

れ な い と し た 報 告 1 8 ) も あ る こ と か ら ，他 人 が 矯 正

歯 科 治 療 を 必 要 と 感 じ る か ど う か に つ い て は ， 推

測 が 困 難 で あ っ た た め に ， 他 人 仮 定 で は ， 矯 正 歯

科 治 療 が 必 要 と 感 じ る 模 型 を 選 択 し に く く ， ま た

心 理 特 性 と 矯 正 歯 科 治 療 の 必 要 性 に 対 す る 判 断 と

の 関 連 が 表 れ に く か っ た と 考 え る ．  

本 研 究 で は ，対 象 が 1 8 ～ 2 1 歳 の 女 性 だ け で あ り ，

年 齢 性 別 に か た よ り が み ら れ る ． 外 科 的 矯 正 治 療

の 心 理 学 的 影 響 に は 年 齢 あ る い は 性 別 に よ る 差 が

あ る 可 能 性 を 指 摘 し た 研 究 1 9 , 2 0 ) も あ り ， 今 後 ， 女

性 だ け で な く 男 性 に 対 し て も 調 査 を 行 っ て い く 必

要 が あ る と 考 え て い る ． ま た ， 不 正 咬 合 に は ， 歯

の 位 置 異 常 ， 上 下 顎 咬 合 関 係 の 異 常 お よ び 骨 格 性

の 異 常 な ど も あ り ， 本 研 究 で は オ ー バ ー ジ ェ ッ ト

に つ い て の み 検 討 し た た め ， 今 後 ， そ の 他 の 不 正

咬 合 に 関 し て も 同 様 の 研 究 を 行 っ て い く 必 要 が あ

る と 考 え て い る ．   
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結  論  

 

歯 科 医 学 知 識 を 有 す る 者 と 有 し な い 者 と の 間 で ，

矯 正 歯 科 治 療 を 必 要 と 感 じ る オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 値

に 違 い が あ る か ど う か ， 同 一 人 が ， 歯 科 医 学 教 育 を

受 講 し た 後 に ，矯 正 歯 科 治 療 を 必 要 と 感 じ る オ ー バ

ー ジ ェ ッ ト 値 が 変 化 す る か ど う か ，歯 科 医 学 知 識 を

有 し な い 者 が 矯 正 歯 科 治 療 を 必 要 と 感 じ る オ ー バ

ー ジ ェ ッ ト 値 は ど の 程 度 か ，被 験 者 の 心 理 特 性 が 矯

正 歯 科 治 療 を 必 要 と 感 じ る オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 値 に

影 響 を 及 ぼ す か ど う か ，を 明 ら か に す る こ と を 目 的

に 調 査 的 研 究 を 行 っ た ．そ の 結 果 は 以 下 の 通 り で あ

っ た ．  

１ ．オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 0 . 0 m m に つ い て ，歯 科 医 学 知

識 を 有 す る 者 の 方 が ， 有 し な い 者 よ り も ， 矯 正 歯 科

治 療 を 必 要 と 感 じ る 者 の 比 率 が 有 意 に 高 か っ た ．  

２ ．  オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 0 . 0 m m に つ い て ， 歯 科 医 学

教 育 受 講 後 の 方 が ，受 講 前 よ り も 矯 正 歯 科 治 療 を 必

要 と 感 じ る 者 の 比 率 が 有 意 に 高 か っ た ．  

３ ．  歯 科 医 学 知 識 を 有 し な い 者 に お い て ， 矯 正 歯

科 治 療 を 必 要 と 感 じ る 者 の 比 率 が 2 0 % 以 下 と な る

オ ー バ ー ジ ェ ッ ト 値 は 無 作 為 閲 覧 時 で 1 . 0 ～ 3 . 0 m m

で あ っ た ．  

４ ． 模 型 を 自 分 と 仮 定 し た 場 合 ， 歯 科 医 学 知 識 を 有

し な い 者 で は ， 無 作 為 閲 覧 時 に ，「 支 配 性 」・「 社 会
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的 外 向 性 」と 歯 列 不 正 認 知 模 型 数 と の 間 で 有 意 な 正

の 相 関 が 認 め ら れ た ．  

５ ． 模 型 を 自 分 と 仮 定 し た 場 合 ， 歯 科 医 学 知 識 を 有

す る 者 で は ，無 作 為 閲 覧 時 と 順 番 固 定 閲 覧 時 に ，「 活

動 的 」と 歯 列 不 正 認 知 模 型 数 と の 間 で 有 意 な 負 の 相

関 が 認 め ら れ た ．  

 以 上 よ り ， 歯 科 医 学 知 識 と 心 理 特 性 が 不 正 咬 合

の 認 知 に 影 響 を 与 え て い る こ と が 示 唆 さ れ た ．  

  



21 

 

引 用 文 献  

 

 

1 )  S i e r w a l d  I ,  J o h n  M T ,  S c h i e r z  O ,  

J o s t - B r i n k m a n n  P G  a n d  R e i s s m a n n  D R ．A s s o c i a t i o n  

o f  o v e r j e t  a n d  o v e r b i t e  w i t h  e s t h e t i c  

i m p a i r m e n t s  o f  o r a l  h e a l t h - r e l a t e d  q u a l i t y  o f  

l i f e ． J  O r o f a c  O r t h o p ． 2 0 1 5 ; 7 6 : 4 0 5 - 4 2 0 .  

2 )  F e r r o  R ,  B e s o s t r i  A ,  O l i v i e r i  A  a n d  S t e l l i n i  

E ． P r e v a l e n c e  o f  o c c l u s a l  t r a i t s  a n d  

o r t h o d o n t i c  t r e a t m e n t  n e e d  i n  1 4  y e a r - o l d  

a d o l e s c e n t s  i n  N o r t h e a s t  I t a l y ． E u r  J  P a e d i a t r  

D e n t ． 2 0 1 6 ; 1 7 : 3 6 - 4 2 .  

3 )  歯 科 保 健 関 係 統 計 資 料 2 0 1 4 年 版 ． 東 京 ： 口 腔

保 健 協 会 ； 2 0 1 4 ： 2 4 - 2 5 ．  

4 )  大 坪 淳 造 ．頭 部 Ｘ 線 規 格 写 真 計 測 法 に よ る 過 蓋

咬 合 の 形 態 学 的 研 究 ．日 矯 歯 誌 ．1 9 5 8 ; 1 7 : 1 7 0 - 1 8 0 .  

5 )  B r o o k  P H  a n d  S h a w  W C ． T h e  d e v e l o p m e n t  o f  a n  

i n d e x  o f  o r t h o d o n t i c  t r e a t m e n t  p r i o r i t y ． E u r  J  

O r t h o d ． 1 9 8 9 ; 1 1 : 3 0 9 - 3 2 0 .  

6 )  渡 辺  厚 ,  毛 利  環 ,  渡 邉 直 子 ,  渡 邉 洋 平 ,  宮

崎 秀 夫 ， 齋 藤  功 ． 日 本 に お け る I n d e x  o f  

O r t h o d o n t i c  T r e a t m e n t  N e e d を 用 い た 不 正 咬 合 の

疫 学 調 査 ． O r t h o d  W a v e s  J p n  E d i t ．

2 0 0 9 ; 6 8 : 1 4 2 - 1 5 4 .  



22 

 

7 )  S i n g h  B ,  K a u r  H ,  V a z  A C ,  V i n o d  K S ,  T a n e j a  L  

a n d  G a i k w a d  S ． A s s e s s m e n t  o f  o b j e c t i v e  a n d  

s u b j e c t i v e  m e a s u r e s  a s  i n d i c a t o r s  f o r  f a c i a l  

e s t h e t i c s ．J  F o r e n s i c  D e n t  S c i ．2 0 1 6 ; 8 : 1 3 9 - 1 4 4 .  

8 )  北 井 則 行 ,  高 田 健 治 ,  保 田 好 秀 ,  足 立  敏 ,  平

瀬 悦 子 ,  北 口 民 子 ， 作 田  守 ． 青 年 期 女 子 に お け る

不 正 咬 合 の 発 現 頻 度 と 矯 正 歯 科 治 療 の 受 療 状 況 ．

阪 大 歯 誌 ． 1 9 9 0 ; 3 5 : 3 2 1 - 3 2 7 .  

9 )  S h a w  W C ． T h e  i n f l u e n c e  o f  c h i l d r e n ' s  

d e n t o f a c i a l  a p p e a r a n c e  o n  t h e i r  s o c i a l  

a t t r a c t i v e n e s s  a s  j u d g e d  b y  p e e r s  a n d  l a y  

a d u l t s ． A m  J  O r t h o d ． 1 9 8 1 ; 7 9 : 3 9 9 - 4 1 5 .  

1 0 )  S h a w  W C ,  R e e s  G ,  D a w e  M  a n d  C h a r l e s  C R ．

T h e  i n f l u e n c e  o f  d e n t o f a c i a l  a p p e a r a n c e  o n  t h e  

s o c i a l  a t t r a c t i v e n e s s  o f  y o u n g  a d u l t s ． A m  J  

O r t h o d ． 1 9 8 5 ; 8 7 : 2 1 - 2 6 .  

1 1 )  D a h o n g  X ,  X i a n g r o n g  C ,  Y i n g  L ,  Y u s o n g  L ,  

Y i n g  G  a n d  Y a n  S ． E f f e c t  o f  i n c i s o r  p o s i t i o n  o n  

t h e  s e l f - p e r c e i v e d  p s y c h o s o c i a l  i m p a c t s  o f  

m a l o c c l u s i o n  a m o n g  C h i n e s e  y o u n g  a d u l t s ． A n g l e  

O r t h o d ． 2 0 1 3 ; 8 3 : 6 1 7 - 6 2 2 .  

1 2 )  K l a g e s  U ,  E r b e  C ,  S a n d r u  S D ,  B r u l l m a n  D  a n d  

W e h r b e i n  H ． P s y c h o s o c i a l  i m p a c t  o f  d e n t a l  

a e s t h e t i c s  i n  a d o l e s c e n c e :  v a l i d i t y  a n d  

r e l i a b i l i t y  o f  a  q u e s t i o n n a i r e  a c r o s s  



23 

 

a g e - g r o u p s ． Q u a l  L i f e  R e s ． 2 0 1 5 ; 2 4 : 3 7 9 - 3 9 0 .  

1 3 )  K e r o s u o  H ,  H a u s e n  H ,  L a i n e  T  a n d  S h a w  W C ．

T h e  i n f l u e n c e  o f  i n c i s a l  m a l o c c l u s i o n  o n  t h e  

s o c i a l  a t t r a c t i v e n e s s  o f  y o u n g  a d u l t s  i n  

F i n l a n d ． E u r  J  O r t h o d ． 1 9 9 5 ; 1 7 : 5 0 5 - 5 1 2 .  

1 4 )  東 田 一 仁 ,  坂 井 信 之 ,  硲 哲 崇 ， 堀 田 正 人 ． ヒ

ト の 心 理 状 態 が 歯 の 色 彩 認 知 に 及 ぼ す 影 響 ． 歯 色

彩 ． 2 0 1 5 ; 2 1 : 1 2 - 2 1 .  

1 5 )  P r o f f i t  W R ． C o n t e m p o r a r y  o r t h o d o n t i c s .  4 t h  

e d ． S t .  L o u i s： M o s b y  Y e a r  B o o k； 2 0 0 7： 1 4 8 - 1 9 5 ．  

1 6 )  S a k a i  N ,  K a t a o k a  F  a n d  I m a d a  S ． C o n t r a s t  

e f f e c t  i n  e v a l u a t i n g  p a l a t a b i l i t y  o f  b e v e r a g e s ．

P e r c e p t  M o t  S k i l l s ． 2 0 0 1 ; 9 3 : 8 2 9 - 8 4 2 .  

1 7 )  市 川 伸 一 ． 心 理 測 定 法 へ の 招 待 － 測 定 か ら み

た 心 理 学 入 門 － ． 東 京 ： サ イ エ ン ス 社 ； 2 0 1 7 ：

1 5 5 - 1 6 3 ．  

1 8 )  大 沼 卓 也 ,  池 田 有 里 ,  長 谷 川 智 子 ，坂 井 信 之 ．

選 択 肢 の 位 置 に よ る 視 線 お よ び 選 択 へ の 影 響 ． 信

学 技 報 ． 2 0 1 6 ; 1 1 6 : 3 3 - 3 6 .  

1 9 )  伊 藤 智 恵 ,  山 影 章 子 ,  遠 藤 康 子 ， 三 谷 英 夫 ．

顎 矯 正 外 科 治 療 の 男 女 間 に お け る 心 理 的 影 響 の 差

異 に 関 す る 研 究 ． 日 矯 歯 誌 ． 1 9 8 8 ; 4 7 : 6 0 1 - 6 1 1 .  

2 0 )  K i m  Y ． S t u d y  o n  t h e  p e r c e p t i o n  o f  

o r t h o d o n t i c  t r e a t m e n t  a c c o r d i n g  t o  a g e :  A  

q u e s t i o n n a i r e  s u r v e y ． K o r e a n  J  O r t h o d ．



24 

 

2 0 1 7 ; 4 7 : 2 1 5 - 2 2 1 .  

 

 


